第６学年○組　　道徳指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成○○年○月○日　○曜日  第○時　　
指導者　○　○　○　○
１　主　題　名　　　果たすべき役割 　　４－（３）社会的役割の自覚と責任
２　主題設定の理由
(1)  価値観
人間は社会的な存在であり，家族や学校をはじめとする様々な集団や社会の中で生活を営んでいる。それらにおける集団と個の関係は，集団の中で一人一人の個が尊重されながら，主体的な参加と協力の下に集団生活が成り立ち，その向上が図られるものでなければならない。そのためには，集団に属する一人一人が，集団の意義に気付き，その中で自分の役割を自覚して責任を果たすとともに，主体的に協力して全体の向上に役立とうとする態度をもつことが重要である。
(2)  児童観
本学級は，係活動や委員会活動など与えられた仕事をきちんと行おうとする児童が多い。しかし，教師がいないところでは，「○○が誘うから掃除をさぼった」というように，その場の雰囲気に流されるなど，自分の役割や責任を軽視してしまう場合がある。
このような児童は，普段から他者との結びつきをあまり意識せず，自分が多くの人々に支えられていることに気付いていない。そのため，公的な意識は低く，私的なことを優先する傾向がある。
そこで，なぜ社会生活や集団の中で責任を果たすことが大切なのかを児童に考えさせたいと願った。そうすることで，社会や集団からの要求を果たすことは，自分と社会とがつながりをもつことであり，社会生活を営む上で大切なことであることに気付かせたい。
(3)  資料観
本資料は，合唱コンクールのメンバーに選ばれた主人公真理子の心の弱さを通して，責任ある行動の大切さを考えさせるものである。
第１の着眼点は，友達とのもめごとを避けるために出場するかどうかを思い悩む真理子の気持ちである。揺れ動く真理子の気持ちを通して，なれ合いの人間関係に身を委ねるのではなく，集団での役割や果たすべき責任について自覚させたい。
第２の着眼点は，真理子に対する周りの人の「思い」である。真理子が出場メンバーに決まった影には，娘のために家族旅行をとりやめた父母の「思い」がある。また，一生懸命練習に励む真理子の姿を見て，メンバーに選んだ先生の「思い」がある。これらを取り上げることで，影で真理子を支えている多くの「思い」に気付かせ，それに応えるべき真理子の役割と責任について考えさせ，ねらいとする価値にせまりたい。
３　本時のねらい
　ｏ身近な生活における自分の役割を自覚し，責任を果たそうとする気持ちを高める。
４　準備・資料
　ｏ中心資料名「合唱コンクール」　出典「明るい心」（愛知県教育振興会）
　ｏ教師・・・場面絵
５　指導過程
	段階
	学　　　習　　　活　　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け


	１　学校や家で任されている仕事を発表する。
　・犬の散歩
　・おふろの掃除
　・弟の世話
２　資料「合唱コンクール」を読み，話し合う。

	３

８
	ｏ身近な生活経験の中から想起させることで，ねらいとする価値へつなげる。
ｏ範読し，あらすじを確認する。


	価
値
の
追
求
・
把
握

価値の自覚

まとめ
	・自分のために申し訳ない。
・お母さん，ありがとう。
　　・お母さんの気持ちに応えるために，これから
も練習をがんばろう。

・どうして里美たちも選んでくれなかったの。
・私だけ選ばれて里美たちにすまない。
・がんばってよかった。うれしい。
・選んでくれた先生のためにもがんばりたい。

　・里美たちに嫌われると嫌だから出場しないで
おこう。
・出場したいけど，出たら友達を無くすかもしれない。どうしよう。
・旅行をやめてまで今までがんばってきたから出場しよう。
・先生や他のメンバーに迷惑がかかるから出場
しないといけない。

・上手に合唱できてよかった。
・先生，みんな待っていてくれてありがとう。
・今までぐずぐず悩んでいてごめんなさい。
・みんなの期待に応えられてよかった。
　・責任を果たすことができてよかった。
３　気付いた価値を基に，自己を見つめる。

　　　　・悩んだかもしれないけど合唱コンクールのメンバーに選ばれた責任を果たしたことをよかったと思うよ。

４　教師の話を聞く。

	10
15
28
35

43

45
	ｏ真理子の気持ちを汲んで，旅行をやめた母の気持ちを考えさせることで，真理子を大切に思う両親の思いを捉えさせたい。
ｏ歌唱力の優劣ではなく，練習をがんばった児童をメンバーに選んだという先生の思いに気付か
せたい。
ｏ友達とのもめごとを避けたいという気持ちと，出場したいという２つの気持ちの中で揺れ動いている真理子の気持ちに共感させる。
ｏ揺れ動く真理子の心の弱さを通して，真理子の果たすべき役割と責任を考えさせる。

ｏ友達以外にも，自分を支えている人がいることに気付かせ，その人たちの思いに応えることの大切さを考えさせたい。
評真理子の行動を通して与えられた役割を果たすことの大切さに気付くことができる。　（発表）
・真理子に声をかける活動を通して，資料と自分をつなげ価値の自覚化を図る。
ｏ生活の中で，他人の言葉や状況に流されずに，責任を果たしてよかった経験を話す。


６　本時の評価
　ｏその場の状況や人間関係に流されず，与えられた役割を自覚し，責任を果たすことの大切さに気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発表）
７　備　　　考
ｏ両親や先生など，自己を支えてくれている人々の思いを取り上げることで，社会的役割や責任に気付かせ，ねらいとする価値にせまりたい。
８　指導と評価
母が家族旅行を真理子のためにやめてくれるのを知ったとき，真理子はどんな気持ちだったでしょう。





出場者に選ばれた理由を先生から聞いたとき，真理子はどんな気持ちになったでしょう。





決心がつかず，友達や先生から隠れているとき，真理子はどんなことを考えているでしょう。





うれしそうな三木先生やみんなの顔を見たとき，真理子はどんな気持ちになったでしょう。





悩んだ末にコンクールに出場した真理子に手紙を書きましょう。





補三木先生や他の出場者は，どんな気持ちで真理子を待っていたのでしょう。


補悩んだ末に，ホールに走りこんだのはどんな気持ちからでしょう。
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